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加されているといえる．

以上より，直売所のもつ社会・文化的機能は以下の

ようにまとめられる．まず直売所には生産者が直接直

売所に農産物を持ち寄って，店頭に並べ，消費者と生

産者が触れ合う空間が形成されている．また直売所で

は販売・体験イベントも行われており，これは定期市

で大道芸などのサービス業が行われていたこととも関

連し，人々が売り買いするという空間に娯楽の要素を

持ち込んでいるといえる．さらに道の駅併設型の農産

物直売所は，地域の振興の場としても機能している．

さらに，農産物の地域ブランドを活かすことで，農産

物の出所表示や顧客吸引，そして品質保証の機能が付

加されることにより，信用に基づく農産物直売所とし

て特徴づけられるものでもある．

（主指導教員：水野　勲）

応益負担に関する利用者の意識
―丹沢大山の大山山頂トイレを事例に―

齋藤　みどり

自然公園内にある公共施設の維持管理を含めた自然

環境保全には多額の資金が必要であり，その資金はほ

とんどが自治体という公的なところから出ている現

在，登山者自身が環境保全に関わりを持つ最も容易な

方法は，金銭的負担なのではないだろうかと，筆者は

考えた．特にトイレは，登山に訪れたほとんどの人が

利用すると予想され，また，非利用価値を有する自然

と違って，登山に訪れた人という特定の人に直接的利

用価値があるものである．したがって，トイレの利用

に際して金銭的負担を求めることで，トイレという公

共施設の維持管理費の一部を利用者が負担することに

なり，自然環境保全に間接的に関わることができるの

ではないかと考えた．そこで大山山頂トイレをフィー

ルドに，トイレ利用者の応益負担に関する意識を明ら

かにすることを目的として研究を行った．

調査の結果として，大山山頂トイレの有料化は前向

きに検討していくべき議題であると言えるが，有料化

を進めるためにはまだ課題も多いことが分かった．ト

イレの有料化に際して利用者は，自然環境保全に間接

的に関わるという意識はほとんどなく，有料トイレに

清潔さや混雑の解消を求めていることが分かった．そ

の期待に応えようとするならば，トイレの改修や増築

に費用がかかり，また，環境への負荷も大きくなる．

応益負担の目的を，利用者の間接的な自然環境保全

への関わりとするならば，利用者の意識を登山マナー

講習会や環境保全センターの展示などを通して変えて

いくことが必要だろうと考えられる．または，トイレ

という直接的利用価値のある特定の施設に限定せず，

非利用価値を有する山全体において入山料という形で

の応益負担を求めることも，検討していく必要がある

と言えるだろう． （主指導教員：長谷川直子）

東京のグローバル都市化に伴う逆輸入飲食
店の立地
―スシバーを事例に―

松川　千穂

国境を越えた人々の移動が活発になる中，スシが海

外へ渡りSUSHIへと変貌を遂げた姿に注目し，さらに

そのスシの日本への逆輸入はどのようなものかを，卒

論で調査することにした．すなわち，グローバル化が

進む都市の中で食文化変容はいかにして起きるのか，

食文化変容が二段階で起こり日本に逆輸入される場合

はどのようになるのか，誰をターゲットに，どこに立

地すべきなのかを，スシバーを事例に検証することが

本研究の目的である．

まず東京のグローバル化について触れ，外国人の流

入によって大都市が変化する様子を追った．現在韓

国，中国，アメリカなど多種多様な国籍の人々が東京

で生活を送っている．そして，企業体質も国際化し，

その中心となっているのが東京である．

外国人の流入によって町も変化し，飲食店事情も

刻々と変化している中で，日本の伝統食であるスシに

視点をあて，スシの歴史を振り返った．もとは保存食



− 138 −

お茶の水地理（Annals of Ochanomizu Geographical Society）, vol.51, 2012

− 139 −

として誕生したスシが，握りスシというファースト

フードに進化したその歴史の随所に日本人のスシへの

愛着を感じる事ができる．そして近代に入りアメリカ

に渡ったスシがロールスシとして変貌し，スシバーと

いう新しいスシ屋の業態も誕生した．10年程前にはつ

いにスシがロールスシとなって日本に戻ってきたが，

それが東京であり，都心部の大都市に限られているこ

とは，東京のグローバル化と関係があることを明らか

にした．現在スシバーの立地している地域を検証する

と，欧米系外国人の居住区や，外資系企業の集在地区

と一致しており，スシとスシバーの逆輸入は東京のグ

ローバル化の歴史の中で起こったものと考える．

麻布，西新宿，渋谷での調査を踏まえ，スシバーの

立地について考察すると，もともと町に集客力のある

大都市や新しいものに敏感で，柔軟に対応してくれる

若者層，海外で馴染みのある外国人が多く集まる街で

あることは重要な条件であると考えられる．そして，

スシは値段の観点から中上級階層の人が集まる地域で

あることも重要であったため，今後逆輸入されてくる

飲食店の場合，上記の条件に加えて単価にあった立地

選びが必要であると考える． （主指導教員：水野　勲）

地域社会における子育てサークルの実態と
その継続性に関する研究
―神奈川県川崎市多摩区を事例地域として―

吉江　明日菜

本誌pp.31～43にフルペーパーとして掲載．

（主指導教員：宮澤　仁）

自然　その観光と保護
渡辺　裕理子

近年，環境問題への関心の高まりとともに観光地に

も変化が起こっており，持続可能な観光方法としてエ

コツーリズムが注目されている．エコツーリズムと

は，自然や文化等の地域の資源を活かした観光を，地

域の資源を損ねることなく行い，地域振興を図る観光

の考え方である．これにより，観光資源の永続的な保

護，地域経済の発展が両立されることを目的としてい

る．しかし，エコツーリズムはやり方によっては地域

資源や自然環境に悪影響を与えてしまうおそれもあ

る．実施に際して地域資源の保全を関係者で話し合

い，質を向上させることが重要であると考えられる．

本論文では，新田次郎著書『霧の子孫たち』で知ら

れる霧が峰におけるエコツーリズムについて調査を

行った．近年，地域開発への取り組みとして，エコ

ツーリズムが各地で盛んに行われるようになったが，

それら多くは地域開発につながってないのが現状だ．

霧が峰では徹底した地域主体のエコツーリズムが行わ

れ，その独自の姿勢は，『霧の子孫たち』にも現れてい

る，地元の自然を大切に思う地域の人々の志によるも

のであると考える．具体的な取り組みとしては，これ

までに自然環境保全に関する話し合いが定期的に行わ

れ，その参加者は地域のさまざまな立場の人を集めて

行われている．そのため，一つの議題に対し多角的な

意見を得られ，地域住民が納得の出来る議論を行うこ

とができている．現在も，自然の変化に因る草原の森

林化や野生動物に因る植生被害，観光客の踏み込みに

因る裸地化など霧が峰は多くの問題を抱えている．そ

れらにどう対応していくべきか，今後も地域での話し

合いが継続されていくだろう．

エコツーリズムは環境保護の新たな方法として，ま

た新しい旅行資源として普及していくと考えられる

中，ただ自然に触れるツアーをではなく独自性を活か

したものをと考えている霧ケ峰のエコツアーは，その

確かな計画性で根強く生き残っていくと感じられ，今

後の活動に注目したい．

（主指導教員：長谷川直子）


